
「江南市新型インフルエンザ等対策行動計画」の概要について 

 

１ 改定の経緯 

江南市新型インフルエンザ等対策行動計画は、平成 24 年に制定された新型イン

フルエンザ等対策特別措置法に基づき、平成 27 年 1 月に策定しました。今般、新

型コロナウイルス感染症対応の経験を踏まえ、新型インフルエンザや新型コロナウ

イルス感染症だけでなく、それ以外も含めた幅広い感染症による危機に対応できる

よう国の新型インフルエンザ等対策政府行動計画が令和６年７月２日に抜本的に

改定されました。その後、令和７年６月６日には県行動計画も改定がされたため、

市行動計画についても改定を行います。 

 

２ 基本理念 

平時から感染症危機に対応できる体制を作ることで、新型インフルエンザや新型

コロナウイルス感染症以外も含めた幅広い感染症の発生時に、感染拡大を可能な限

り抑制し、市民の生命及び健康を保護し、市民生活及び市民経済に及ぼす影響が最

小となるよう、感染症危機に対応できる社会を目指す。 

 

３ 計画期間 

2026年度から 2031年度までの６年間 

 

４ 対象疾患 

新型インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症以外の呼吸器感染症も含めた幅

広い感染症 

 

５ 対策項目 

政府行動計画及び県行動計画において６項目の対策項目が１３項目に拡充され

た。市行動計画では、そのうち７項目を定める。 

 

６ フェーズごとの計画 

有事の際の対応策を整理し、準備期（平時）の取り組みの充実を図る。全体を以

下の３期に分けて記載する。 

準備期：感染症が発生する前段階（平時）に必要な対応等を定める 

初動期：感染症の発生初期に必要な初動対応を定める 

対応期：感染症のまん延以降、収束するまでに必要な対応を定める 

 

７ 実効性の確保 

訓練の実施等により得られた改善点について、定期的に行動計画の見直しを行う。 

また、おおむね６年ごとに改定を行う。 



 

 

 

８ 各対策項目の概要 

 

 準備期 初動期 対応期 

実施体制 ・行動計画等の作成・

変更 

・実践的な訓練の実施 

・関係機関との連携強

化 

・市対策本部の設置検

討 

・予算確保の準備 

・市対策本部の設置 

・職員の派遣・応援へ

の対応 

・緊急事態措置の調整 

情報提供・共有、

リスクコミュニケ

ーション 

・基本的な感染対策等

の周知 

・情報共有の方法、連

携体制の構築 

・発生状況、有効な感

染対策等の情報提供 

・コールセンターの設

置 

・初動期の取り組みを

継続 

まん延防止 ・基本的な感染対策の

普及 

・有事の対応等の理解

促進 

・業務継続計画に基づ

く対応の準備 
― 

ワクチン ・特定接種、住民接種

体制の構築 

・予防接種に必要な資

材の確保方法の確認 

・医療従事者の確保 

・臨時接種会場を設け

る準備 

・特定接種、住民接種

の実施 

・健康被害に対する相

談 

保健 
― ― 

・県が実施する健康観

察等に協力 

物資 ・感染症対策物資等の

備蓄 
― ― 

市民生活及び市民

経済の安定の確保 

・支援の実施に係る仕

組みの整備 

・物資及び資材の備蓄 

・要配慮者への支援の

準備 

・火葬体制の構築 

・遺体を一時的に安置

できる施設等の確保

準備 

・心身への影響に関す

る施策の実施 

・要配慮者への支援の

実施 

・教育及び学びの継続

に関する支援の実施 

・社会経済活動の安定

確保に係る支援の実

施 

 


